
令和5年3月1日　北海道医報　第1254号29

DX（デジタルトランスフォーメーション）
時代の外科系医学教育

旭川医科大学医師会
旭川医科大学名誉教授
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　DXとはITを活用した新しい技術の導入や応用の

ことをいい、デジタル変革とも言われVR（Virtual 

Reality：仮想現実）やAR（Augmented Reality：

拡張現実）など新たな手法が提案されています。

VRはVRヘッドセットもしくはゴーグルを使用し、

これまでの平面的な解剖図と異なり，画像を３Ｄで

見ることができ、臓器の見方を大きく変えることが

できるものです。ARは「Pokémon GO」が代表的

なもので、ポケモンキャラクターと「Ingress（イ

ングレス）」を基礎とする拡張現実を組み合わせた

スマートフォン向けGPS位置情報ゲームです。

　今や、世の中のITの進歩は目覚ましく、我が家

の３歳の孫までも親のスマートフォンやタブレット

でゲームをし、YouTubeで動画を見て楽しむよう

な時代になりました。ICTは私がコロナ禍でぼーっ

としている間にもエンターテインメント分野に限ら

ず、建設・製造・不動産・旅行・医療などさまざま

な分野での企業利用が広がっていました。

　振り返ると、これまでの医学教育の中で手術のよ

うな実践教育は、患者に侵襲を加えて治療する場で

行われるため、より一層の安全性を重視する必要性

がありました。また新人に必要なスキルや知識を、

上司や先輩などが実務を通じて指導していく教育

方法：OJT（On The Job Training：職場内訓練）

が主体でした。指導する方や時間的に余裕のある場

合は非常に実践的な教育でありましたが、問題点と

しては指導者にもいろいろなタイプや経験の違いが

あり、指導者となった先輩自体に指導力が伴わない

場合は，新人の能力向上どころかその可能性の芽を

摘んでしまうリスクもありました。

　2019年末より、新型コロナウイルス感染症が全

世界にまん延し、全ての生活で密な状況を避ける

ように規制を受け、学生の講義や実習にも対面の

教育が制限を受けました。病院内の実習や若手や

スタッフの教育においても従来通りの方法は避け

られ、ｅラーニングやオンライン授業を用いた教

育が日常的になりました。2022年３月まで私が在

籍していた旭川医科大学病院の臨床工学の分野で

もVRを活用した教育をしています。新型コロナ

ウイルスの治療としてECMO（体外式膜型人工

肺）が活用されました。ECMOは心肺停止や心不

全に対する補助として使われており、呼吸不全に

対するECMOは循環不全に対するECMOと手技は

同じ部分が多いのですが、管理について違う側面

がありました。また、全国に広がったCOVID-19へ

の対応として、今までECMOの経験が少ない地方

の施設においても実施する機会が増えたため、医

師、看護師、臨床工学技士の教育が急務となり、国

内のECMOの普及に力を入れているNPO法人日本

ECMOnetでは全国各地にて講習会やワークショッ

プを実施して教育に力を入れて、その一環として、

VRを活用したシステムを開発し活用していました。

我々も「MERA ECMOトレーニング VR」を活用

し教育方法として非常に有用であると実感していま

す。

　1980年代より手術の分野では、鏡視下手術が映像

技術や精密機械と合わせ進歩し、手術はより低侵襲

のものが求められるようになりました。最近ではロ

ボット支援手術が前立腺癌、骨盤内腫瘍、呼吸器外

科の分野においても日常的に行われるようになり、

ロボット工学がもたらす精密性や人の手を超える操

作性から、ロボット支援手術での遠隔医療へと進も

うとしています。ここに至り、DXやICTなど新し

いツールによる手術教育により、専門的知識に加え

多職種協働の視点など共通の認識を得て、知識や技

術の更なる向上が求められる大きな変革を迎えよう

としています。

　DX時代の外科系分野の教育については、個人情

報や著作権保護に注意し、導入のための人材確保や

財源の問題もありますが、地域医療構想や少子高齢

化社会などの人材面からや「医師の働き方改革」か

らも、この新しいイノベーションを止めることはで

きないと考えられます。今後の発展を期待したい。


